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卜 3 スト 



エル シ —ブイ 


石油 フアン ヒーター 

強制通気お開放式石油ストーブ 



取扱説明書 


このたびは本品をお買いあばいただきましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をお読みいたださ、正しく使用して 
ください。 

，この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同個のア フター サービス登録カードは必ずご蛟函くだごい。... 
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ま全のために必ずお守りぐださい 

使用ずる場所 . 

各部のなまえ . 


每作部.表の部のなまス.と使いかた、：「魚灯'」. •. [漉織 d ' め.意味 


お使いになる前の準備 


製品と同個品を取む出むます 


巧油に:::^じ摩: 


[.給油のじかた 


[点乂前の準備 


使いかた 


臨夾觸萬運顧)1 


[炎のが態 


惶温の調節卜 • • 
[回油セーブ蓮転1 


タイマー運転のしかた I 


灌乂の.しかた. 


.消お後再点ぶすると定の達意] 


煙し忘れ消火繁置凉攝巧西荒" 


.換気ま意表ちの見方 


巧ザイがド□ツク©傑し城皆ど 


ま全装置 I 


点検•手入れ . 

故障.異常の見分けかたと処置のしかた 


讓常のお知较杜' 


:纖厚がな:造憩;つたときに 


部品交換のしかた . 

保管のしかた(長期間使用しない場合) 

廃棄するとき . 

仕様 . 


アフターサービス 
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鑛全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことをミ 
説明しています。 

参ここにおした表示は、誤った使いかたをしたときに生じるを害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表をを無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t：、 重傷を負ラ危険、または 
义巧のを険が差し迫って生じることげ想定される内容をおしています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t、 重偏を負ラ可能性、また 
は火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意に AUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損害 
の発生が想定される内容を示しています。 



1 


Q ® (D ® 


この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 


この絵表示は、「を意 J して 
いただ < 内容です。 


この絵表示は、必ずしてい 
ただ< r 指示 J 巧容です。 


•説明文中の「お願い J 事項は、本機を誤 D なく正しくお使いい 
ただくための巧容び記載されています。 


★可燃性ガス使巧厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生するをの(ガソリン、ベンジン、シンナー)、 
スプレーを使用しないで < ださい。 

火災や故障の原因にな0ます。 


♦お守0いただ < 內容を、次の絵表示で区分しています。 


★海て風吹出な(ルーパ‘一)をみをびなむ 

衣類、紙などで温風吹出□(ルーバー)や燃 I 脱空気お入口(給気フィルター)や温風空気取入口 
(フアンフイルター)をふさびないでください。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 
落下した巧類に火びつさ、火災の原因になります。 


&換気必夏 1 


•換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸素び不足すると、不売を燃焼し、一酸化お索などび発生して中妻になるおそれびあります。 
•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給して<ださい。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


イ■スプレー宙厳禁 


★寝るとを消乂 


換気 


寝るときやが出するときは、必ず消火し、火び消えていることを確認してくだごい。 
予想しない事故び発をするおそれびあります。 


スフレー生やカセツトこんろ用ボンベなどを、スIブの前面や温風のあたるところに放置 
しないでくださし、。 

熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★ガソリン使用禁止 





























繁全のために必ずお守りください 


驗 A を意 （CAUTION) 


女力ーテン、巧燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいもののそばなどでは使用しないでくだごい。 
毛なやふとんなどを近くに置かないでください。 

火災び発生するおそれびあります。 


K 


0 


女給袖時消乂 

給油は、必ず消义して、本体温度び充分下びってから、火の気のないところでおこなってくだ 
さい。 

义災のおそれびあります。 


★居室内給沾禁止 

給油は、必ず义の気のないところでおこなってください C 
火ぶのおそれびお0ます。 


f 

0 


★油漏れ確認 

給油ロロ金は確実に締めてください。 

給油口□金を下にして、油漏れびないことを確かめてくだをい。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、閣単に給油ロロ金び外れて、义災のおそれびあります。 
• 油び漏れる状態で使用しないでくださし、。 

乂がのおそれびあります。 


女異常時使用禁止 

におい、すすの発を、がのをなど異常を感じたとさは使用しないでくだごい。 

運転スイッチを押して r 切」にしてくださし、。 

異常燃焼のおそれびあ0ます。 

•万ーストープから义び出たり、床などに火びついたときは、あわてずに消火器で消火してく 
ださい。 

女ほこりの除去 I 

燃焼空気取入口(給気フィルター)や温風空気取入口（ファンフィルター)は、週 %/ f = 
1回 iu 上公、ず掃除してくだごい。 m 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入□(給気フィルター)や温風空気取入 □(ファン 呈 

フィルター)びつまると、異常燃焼のおそれびあります。 



〇 


確認 


0 

使用禁止 




燃烧空気取入 □ 温風空気取入口 
ける気フイルター)(フアンフイルター） 


★温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください t 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあります。 


女移動•運搬ずるときのミ主意 

ストープはひ去ずらないで<ださい。床面、じゅラたんなどを傷つけたり、本体底面の塗料び 
はびれて、さびの原因になるおそれび态 D ます。 

ストーブを移動する時は、必ずミ肖火し、油タンクを抜いて傾けないよラに静かに移動してくだ 
ごい。 

油が漏れたり、火災になるおそれびあ0まず。 

修理•引越しなどストーブを運搬される樹ま、必ず油タンク、油受けざ6の巧油を巧いてくだ 
さし、。 

巧油びこぼれ周囲を巧すおそれがあ D ます。 




〇 

指示 




么注意 （CAUTION) 


高通部接軸禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、温風の出口りレーバー)に手など&れないでください。 
やけどのおそれびあります。 


女指や異物を入れない 

温風峽出口 (ルーバー)やストーブ内部に指や異物を入れないでくだごい。 
けびや火災のおそれびあります。 


★分解修理•改造の禁止 I 


故障、破損した6、使巧しないで<ださい。 

ストーブは絶対にな造して使用しないでください。 
不完全な修理やが造は危険です。 


女保管時にしていただもこ起； 

接期間使用しないとを、または保管するときは、おず巧油を巧き堤源プラグをコンセントから 
抜いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

赖き取れなかったな油げ漏れたり、火災のおそれびありまず。 

★雷源コードを傷めない 

里源コードに無理な力を加えたり、偏付けたりまねた0、物をのせた0加工しないでください。 
また、覃源プラグを巧くときは、コードを待って引き抜かないでください。 

奪源コードび破損し、火災や感堪の原因になります。 


媒 R 綱使祇な成き I ま職嫂雜披对 

長朗間使用しないときは窜源プラグをコンセントから抜いてくだごい。 
火災やを想しない事故の原因となります。 


女電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンたントに根元まで確実に達し込んで<ださい。 

/また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 
'0 A ^災の原因になります。 ) 

めれた手での抜さ差しはしないでください。 

感普の原因になります。 


A 麵誘賽溯‘お献れ參ずを 


とをどをは猩源プラグを抜さ、ほこ0(及び金属物)を除去して<ださい。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 


絲ぞ様やお牟窝りの透便谋に鐘 


お子祿やお年寄り、体のご不自由なちびお使いになる場合は、やけどや、部屋の換気などにつ 
いて、周囲の人び充分に注意してくだごい。 


★腰をかけたり物をのせない^ 


ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでくだごい。 

ス h — ブの故障や、やけどのおそれびあります。 

ストーブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置かないでくだごい。 
水びかかると漏輩や故障のおそれがあります。 


★廃棄ずるとき 

ス I ブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざ5内のな油を巧き取ってください。 
(み}ページ参照） 

巧油び入つたまま廃棄するとリサイクルの際思わめ事故び発をするおそれびあります。 



¥ 


否涵フラグを巧く 



〇 







象全のために必ずお守りください 



乂災やそ想でをない事故やお障の原因になります。 


速:平でない場所、不安定な場所; 


n のおたる場巧、部屋の出入口（屋か) 


•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで 
<ださい。 

対麗白動消火装置び誤作動することがあります。 

•しつかりしたじよラぶな床面で使巧してください。 

• 不安定な台上で使用しないでくだごい。転落するおそれ 
びあ0危険です。 

(暖煩などスト"■ブが囲われる場 雨 ） 

• 暇がや押入れに入れての使用など、特殊な使い方をしな 
いで <ださし、。 

乂災の原因になります。 


• 風のあたるところでは使用しない 
でください。炎び出て危険です。 A 

掃除機の排気にを注意してくださド^^^ 

• 部屋の出入□など人の通るところ、^ 
人びぶつかつたりつまずく場所で 
使用すると、転倒して事故や火災 
が起をるおそれびあります。 

(不巧定な物をのせた棚な货ので） 

• 落下物により火災び起きるおそ n ぴありまず。 


女シリコーン配含製品を使用しない 

•ストーブ(石油フアンヒータ ー) で暖房する部屋では、シリコーン配合製品（ムース.ク U — ム-液体スプレーなどのお毛 
用ヘアート U — トメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください。点乂5ス.途中消火などのが 
障の原因になります。 

hA 羽袖"の廃棄 I 

参灯油の廃棄赃分は、ロミ由をお買い巧めになった販売店にご相旨炎ください。 


•ストープ上方の棚などとの距離は必ず1 mLU 上あけてください。 
•上方の棚などか5の落下物びないよラにしてくださし、。 

•特に、カーテンなどびストープにふれないようにしてください。 
•家具などからは冗分な距離をとって<ださい。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 


女なの場所では使用しない 


直射日光のあたる場所、温度の島い場巧 

• 異常燃焼を起こすおそ打びあ0ます。 

•油タンクの灯油びあ斯れ出て乂がのおそれびありまず。 

(奇赫性ガスめ発生ずる場所 y またはたまる場が） 

• 爆発や乂がの原因にな0ます。 

G 忌室.•飼育室なと人のいな。場前う 

• 予測でさない事故び発生するおそれびあ0ます。 

( :高地 （13 日 Omm 上の場所)') 

•酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。/ろを圓 
• 800〜13孤 m では調整びを、要ですので み!普 
販売店までお問い合わだください。 人へ^/ 


•燃焼空気取入口（給気フィルター）や溫風空気取入□(フ 
アンフィルター）び目づまりげ態になり、異常燃焼や異 
常過熱を起こし、事故になる盾険性があります。 

(狸•美容院、クりーニンク‘店などスブレーや化ぎ塞おを巧ラ場節) 

•理■美容院、メツキ、塗禁工場、窜子部品描立工場、繊 
維関係工場などでは使用しないでくだごい。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、館、ガラ 
スなどを傷める原因となります。 

• 石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを目己 
合した枝毛用コート液やヘアートリートメント(枝毛用） 
は点火5スや、途中消火など故障の原因になりますので 
使用しないでください。 


















I 使用ずる場所 



^き部のなまス 

diis^ 


タンクふた 取っ手 



JSI 















瘡■部のなまス 


操作部•表お部のなまえと使いかた、「点好」 • 「点滅」の意味 


換気ランプ 


点滅(運転停止）室内の空気び、酸素不足状態です。 
•窓やドアを開けて充分に部屋の換気をしてくださし、。 
♦換気ランプにたよ6ず]時間に1〜2回は必ず部屋 
の換気をしてください。 


給油ランプ 


♦ミ由タンクび空になって消乂する10分前に点巧と 
同時に「ピー」音び鳴り、給油の必要を予告します。 
点滅(運転中） 

•給油延長ボタンを押ずと点滅し、給油延長(最 
大約郎分延長)運転中を表示しまず。 

点滅(運転停止） 

♦油びなくなり自動消火しました。 


(5 砂間 r ピー」音び鳴ります） 


11ぺージ参照 


湿度 • 時計表示 


デジタル表示部の表示内容を示します。 


チャイルドランプ 


•点灯’-•チャイルド□ック作動中 
♦消な…チャイルドロック解除 


チャイルド□ックボタン 


設定-解除をする場合はチャイルド□ックボタン 
を 3 砂し:!上押します。 

2日ページ参照 



運聽 




遍通)設敷晶度：窒節盧度 



911111 ^ HUH ^ 

■ hB 


タイマーランプ 


>点灯…タイマー運転待機中 

タイマー運転中の]時間 
タイマー運転終了時 
(ム v 表示中） 


デジタ 


設定温度 室内温度 ■温度表示 
( r W W I 「 寺 - の 八設定温度…6で〜28でまで 
mm ，—，し,。，ーソ/ 設定温度を選択で定ます。 

し dOf ) し 一 I 一 しパ 室内溫度…。で〜 32 でまで 

表示します。 


設定温度 室内温度 


' 广. 1 广 r 

(ミ晶度) •; 0 y 产 

( WW ) I •' I 。 L , ,,, 


詰を温度 室内温度 ■現在時刻表を 
—^ I 馬‘—, 八現在の時刻を表示しまず。 


設定温度 室の温度 


sf '卵し'し 4 


^1 幻 。朽 U 





















運乾スイッチ 


♦一度押すと 「入 
♦ちう一度押すと「切 


— 」 

■■」になりまず。 


14、17、18、19、20ぺージ参照 


運転スイッチ 
「入」 


運転スイッチ 
「切」 


— 消臭点义•時間延長•給油延長ボタン 

♦燃焼中に押したとさか5、再度3時間の燃焼継続び可能になります 

♦タイマー燃焼か5、通常運転に切り替えるとさに押します。 

♦給油延長運転をするとをに巧します。 

♦消臭点火をするとをに押します。 

♦消臭点乂を解除するとさに巧します。 


11ぺージ参照 


14ぺージ参照 


'灯油 セーブ ランプ 


♦点な… 巧油 セーブ 運転中 


口油セーブボタン 


な油セーフ運転の設定-辭除をおこないます: 


1目ぺージ参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなラとさに使いまず。 
] 7、18ページ参照 


温度/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

♦室温設定の場を 

室温設定をお好みの温度に設定することびでさ 
ます。 

0あるいは@のボタンを押して合わせて< 
ださい。 

♦時刻設定の場合 

10あるいは^のボタンを押して含わせてく 
ださい。 

13、1日、17ページ参照 


.表巧部..:'- 聲' 墙; , なも... ミ 

■ 3 時間燃焼終了時の表示 

CM ) ■給ミ由に関する残り燃焼時間 

「3, V ,-」を表示します。 

旨をを ミ 豆度室内 ミ 豆度 残り時間を表おしまず。 


J \ ※油切れ時は「 - - - - 1を表爪し 


り 豆度) i k i ます 

(wmi 。… が。 

■タイマー運転時刻表示 

設定温度 室内温度 ■故障-異常により自動消义したと 

タイマー時刻表示は点滅しま 

' .W — — y ホの 表; (丄 フー表术） 

す。タイマー運転終了時には、 

( MM ) — U >つ 白己診邮機能により、故障時し一は 

「 。ふ-」 を表おします。 

^ coiit ) ^- 。 ^ ィ を-日〜 g を表示しまず。 

- ノ 
















las 使いになる前の準備 


製品と同姻品を取り出しまず 


♦包装箱からすべての包装材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具ち取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」を参照して 
ください。 

♦包装箱や包装材は保管ずるときにご利用ください。 



r な 油について 

爲燃料は'な油リ旧1号な油)を必ず使用してください。 

(!) 変質I灯油、不純な袖は、絶巧に使用しないで<ださい。 


A 危険 


I ★ガ ソリン使用 禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。か量の混入でち、 
火災の原因にな0ます。 




•変質灯油、不純灯油（巧油しソ外の油-水.‘ごみが混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因にな0まず。 

♦助燃剤(添加物)は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


(!) な油の保管のしかた 


•灯油は必ず乂気、 
雨か、ごみ、局温 
および直射日光を 
避けた場所に保管 
して < ださい。 

♦'な油容器内の打油 
び少ないと温度変 
化により結露して 
水がたまることび 


0 



あ0ます。 


♦丹油の容器は専用のされいな容器を使用して < ださ 
し、。また灯油容器は必ず J I S 認定品で色つきの灯 
油専用容器を使用してください。 


r な油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息をのきかけます 
(火の気のない所でおこなってください） 


〇幻■袖 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます 。I 


良い保管 


直射日光、雨水び当た 
6ず、乂気のないを暗 
巧へ保管 



圆 


悪い保管 

直射曰光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 


















♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した灯 
油。 

•特に容器のふたび開けてぁっ 
たり、乳白色の容器で保管し 
た灯油は変質しやすい。 
変質のひどいちのは黄色おを 
おびた0、すっぱいにおいび 
します。 


変質な油の見分けかた 


使用禁止 


古いな油は 
巧わないで 


巡 


•打油政外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでも混入した I 灯油。 


•水やごみび混入した好油。 


灯油頭の 
油、水、ごみを 
、入れないで 



コツプに水を入れ、巧に橄曲をえれで 
背後に白い細をあてまず。 .. 


水と同じ無色透明なら正常。 


かしでを色びついていたら 
使用しない。 




0 

使用禁止 


♦変質丹油の見分けかたはたい 
へん難しいので 、乂一た一の 
はっさ0しないな油は使用し 
ないでください。 


® 変質な油や不純な油を使用ず 
ると 

户 --- 

♦変質灯油や不純 I 灯油を使用しまずと、バ 

ーナ~にを量の夕ールびたまり、点火し 

なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 

しいにおいびした0します。 

♦水の混入した灯油を使用しまずと、炎び 
ルさくなり火び消えてしまいます。又、 

油タンクに打油び残っているのに、「給油 
ランプ」が「点灯」することびありまず。 


® 万一変質な油や不純な油を使 
ったときの処置のしかた 

/ ----—— 

1ミ由タンク、油受け、油受けざ6内の悪い 
灯ミ由を抜を取り、良質のな油で内部を2 
〜3回洗ってか6ご使用<ださい。 

(23、24ぺージ参照） 

2 悪い灯油を振さおってち効果のないとき 
は、販売店までお問い合わせください。 


--お願い- 

変質灯油や不純の油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でち有料修理となり 
ます。 






使いになる前の準備 



1油タンクを取り出ず。 

2給油ロロ金を左「〇」へ回して取 
りはずず。 

♦給油ロロ金を取りはずす前に、先端の弁部を 
押ずと、給油ロロ金び開けやずくなります。 

附属品の「□金開間具」を使用しまずと、灯 
油で手を巧さないで給油□□金の開閉びで 
さます。 

3給油する。 

市販の給油ポンプの先端を止まるまで輕く差し 
这んで、油量計を見なび5給油してください。 

(ホースびおけないよラにミ主意しなびら給油し 
て < ださい。） 

•灯油は油量計の上部(ち國給油位置)まで給 
油して < ださい。 

入れ過ぎまずと、あふれ出ることびあ0まず 
ので充分注意して給油してください。 

4給油ロロ金を締める。 

給油□□金をち「〇」に回して確実に綿めて< 



ださい。 


参こぼれた好油はよく拭き取ってください。 




女給油□□金は、斜めに締めたり、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
りまず。また、違った給油口□をを取り付け 
まずと油び出な < な0まず。 



(:本機の給油ロロ金〕 


5油漏れのないことを確認する。 

給油□□金を下にして油漏れのないことを確認 
してか6、ストーブに正しく静かにセットしま 
す。 

女油び漏れる状態で使用しないでください。火 
災のおそれびあ D まず。 








圓鑛議寮削凿延纖範！ 


1油タンクのな油が少なくなると、 
「給油ランプ」が r 点讯し、 r ピ ー 」音 
が連続して鳴り、「デジタル表示部」 
に残り燃焼時間（分）□.極)を表示 
しまず。 

♦運転スイッチを巧して消火してから、給油してく 
ださし、。 

★給油しませんと、2分ごとに r ピー」音び鳴 D ます。 
約1日分後に「給油ランプ」び r 点滅」し、 r デジタル表 
示部」の磯り燃焼時間表示び EB - E 3 となり自動消 
乂します。 

2給油延長運転をずるとさ 

油タンクの灯油びかなくなり r 給油ランスび r 点讯 
したら、 r 時間延長(給油延鼠ボタン J を押しますと、 
給油延長運転をして最大約6日分間の燃焼継続をしま 
す。 

r 給油ランプ」び r 点滅」し、「デジタル表示部」の残 
り燃焼時間表示(分)び変わりまず。残り燃焼時間び 
] 日分政下になると、2分ごとに r ピー」音び鳴ります。 

♦約目日分け巧に、運輯スイッチを巧して消火してか 
5給油して < ださい。 

女給油しませんと、約目0分後に、 r 給油ランプ」び 
r 点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示 
び E3-EE] とな 0 自動消火します。 


♦ r 給細延長ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)を同時にセットされます。 

09ぺージ 朽肖む孩朽消火装置を使いかた] 参照） 

•給油延長運乾中は、室湿に関係なく最ル燃焼 ( r 微弱 J または I ■ミ ニ _|)運転をしまず。 


'.1 攝吟 、ちん一 

★ストーブを持ち運ぶときは必ず消义をし、本体温度が充分下びって 

. A 

/ 1 \ 气丄ち i 

けら、 電源プラグを]ンセントか!5旅いて、油タンクを取り出して、 ■■ 

/ • \ / JL / S \ 

スト-ブを傾けないよう静かに運んでください。灯油びこぼれて火ス y 

• 、 , • ， 

災になるおそれびあ0ます。 i 旨で^ 


油タンクの:0油び空になつても、油受けざらの灯油を燃焼させて、最大約目粉の延長燃焼びできまず。 


運転スイッチ 


デジタル表示部 




MM. 


iiiii 




時間延 g ポタン給油ランフ 







お使いになる前の準備 


点义前の準備 




か平の確認をずる。 


♦ストープは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください, 


♦ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動ずることがあります。また、転 
倒しやず<、異常燃焼の原因にな0ます。 


2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 
AC 100 V ) に確実に差し么む。 




|「ピ ー 」音びします。 


お定温度 室の湿度 


♦「デジタル表示部」に r バー」表示び r 点な」しし 
ます。（消臭ランプお「点灯」します。） 

-お願し、一 

★輩源プラグを、絶対に、ぶ日日ボルトのコンセントに差し 
込まないでください。感電.火災.故障の原因になりま 
ず。 


r — f • I I 

(巧巧) •— - — • 

cm I 」。 L J 


巧源フラグ 


★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、 
電源プラグび過熱し、熱変形することびあります。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
てください。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 


★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因になります。 


女他の電気器具と同時に使用するときは、ご家庭のお全器 


(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい, 



タコ足配線 
はを険 



★電源プラグを掠くとさは、電源コードを引っ張って抜か 
ないでください。断線、発熱、発火の原因になりまず。 



0 


女熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色 
したり、そり返ることびありまずので熱に強いマットな 
どを敷いてください。 


A 





3 現在時刻を設定しまず。 

現在時刻が午後7時1日分の場含 
①®)または®のボタンを一度押ず。 

「ピー」音びして「時計」表示び「点滅」します。 

(D デジタル表示を見なび6@のボタ 
ンを押して巧にをわせる。 

③デジタル表示を見なが！ 5© のボタ 
ンを押して/なに合わせる。 


設を温度 室の湿度 


湿愚 ミこミ。！り 
し，一* いし， * 一 ， J 


®r 時計」表示が、 r 点滅」か5 r 点な」に変わり、設定が完了します。 

{ -お願い- 

★ス I ブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする場合は、電源プラグを一度抜い 
て、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでも直6ないとさはお買い求め 
の販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源フラグを抜 

いて再通電した場合、デジタル表示はち図のように表示され、 . - 口 I 

「時欄十」表示び r 点 I な」しますので、現在の時刻を設定してくださ 通夏） —— 。 — 

し'!。（但し、電源プラグを抜いてを、時計.温度記憶機能で約’ し -H i 

3 日分間は、現在時刻を記憶しています。） 


r ( I I "1、 

嘯ぉ j •冊 •— 

し_」。1 」一 


のボタンは、一度押ずごとに1時間または1分間ずつ進みまず。押し続けますと連続的 
に進みまず。 

♦時刻合ねはをする場含は、「時計 J 表示び「点滅」している間り日砂間）にのどちらかのボタ 
ンを押してください。 

時刻合ねせびでをなかった場合は、ちラー度^または^のボタンを押してやり直してくださし、。 


*營電力機能1 

♦時計表示中に、日分間経適しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部び r 消な」して、電力の消費をお 
さえます。（※チャイルドロック設定になっている時はチャイルドランプは「点灯」したままになります。) 
時計表示を確認したし儒含は、操作部の運転スイッチじ t がのどれかのボタンを押ずと表示します。運転 
スイッチを押ずと点乂動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 


デジタル表示部 



rp 」 表示 







綾いかた 


点乂觸當運転) 


※最初の設定は、消臭点火モードに設定してありまずので、最初か5「消臭ランプ」び r 点灯'」します。 

「消臭点火」は、点义までの時間を粗巧9^にして、予熱を充分におこない、点乂時のにおいを少なくす 
る点火方まです。 

①「運転スイッチ」を押して「入」にする。 

♦だ一」音びして「運転ランスび「点规しまず。 

♦ r 温度」表示び r 点丹」し、デジタル表示部に設定温 
度と室内温度を表示します。 




愛約1加秒後に自動的に点火し、 r 運乾 
ランプ」び r 点好」に変わりまず。 

•八イパワー運転 

運転中に室内温度び低下し(約1日む政下)、設定温 
度との差び約5む];(上になると、数分間、通常の最 
大暖房出力を約10%アップさせて自動運転します。 

f * . — » 一 — • -- ■■ — , _ — •-_ 

★消臭点乂解除方法1 


♦ r 運転スイツチ」び r 切」の時に r 消臭点义ポタン J を押すと、 r 消臭ランスび r 消灯」して消臭点乂モード 

解除され、点乂までの時間び約9日砂と短くなりまず。 

室内温度び日む！; TF の場合は、点火までの時間び、約1日日砂のままでず。 

. --お願い-- 

女初めて運転するとをや、製品を移動させたり、激しい振動び加え5れたあとに運転するとさ、白煙 
(灯巧の蒸気)や臭気び出ることびあります。これは、移動、振動によりバーナ ー( 燃焼部)内に落ちた 
余分な油び蒸発することによるをので、一度点火し、余分な油びなくなれば白煙や臭気はなくなり 
ます。この様な場含は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 換気をおこなってください, 

★点火時にバーナ ー( 燃焼部)巧で、「ボツ」と言ラ音や r ゴーゴ~」と言ラ音びしまず。これは点火を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

★点火時にはかしにおいびありまず。 

女燃焼中「チツチツチツ」と言ラよラな音びすることがありまずび、電磁ポンプの音でず。また、燃焼 
中に r ジユウジユウ」.「シヤンシヤン」などの音びする場合びありまずび、これは丹油び蒸凳する音 
です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点义後3時間で自動消乂をします。燃焼を継続する場 
合は消火する前に時間延長ボタン」を押してください。 

詳しくは1日ページを参照してください。 









韻か處 4 
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原 


状 

態 


• 青炎燃焼で炎の先端に多み 
黄炎びはいる。 

• 炎の伸びや、燃焼音びルさい。 


炎の状態 


女ストーブを使巧ずるときは、正常に燃焼して 
いるか、燃焼確認窓か!5おのが態を必ず確認 
して < ださい。 



にこに表示したが態は r 強燃焼 J のも 


正 常 


異 




•炎び黄色く燃焼音び大きい。 

[ - 

• 炎が高 < 伸び、炎を体び黄色。 
•「ピー」と言うような異常音 
びずる。 

• 燃焼用空気び多すぎる。 

• 燃焼用空気不足。 

•燃焼 U ングの取巧け不良。 

• クロス マツ トの浮き上り。 

•販売店にご相談ください。 

•燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）を掃除ずる。 
•販売店にご相談ください。 



。ミ.、 

湊 


















(3)#または®ポタンを一度押ず。 

•「ピー」音びして r 温度」表示び、「点減」します。 

( D 温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見なびら^のボタンを押ず。 

③温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見なびら0のボタンを押す。 


♦温度設定をする場合は r 温度」表示び r 点滅 J している間(約10砂間）に^. ボタンのどち5かを 

設定できなかつた搞合はもラー度押して、やり直してください。 

參日受疋:温度|しコントロールするたゆ(し、自動的(し「強」（最大) • r 中」.「旨自」. r 微髓 J • r ミニ J (最ル)運輕を 
くり返します。 

•設定温度は目む〜巧で、室温表示は0む〜32でまで表示します。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、 r 消乂 J 後再運乾する場 
合、同一設定温度になります。 

-お願し、- こ 

女室温び約18でしソ下では r 微弱 J または「5二」燃焼しないことびありまず。 

女溫度調節は温風空気取入口（フアンフイルター）付近の温度を感知しておこないますので、ストーブの 
位置や部屋の大きさによつて、必ずしも、 r デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致しません。 


た萬補細:う；, 


綱セーブ達飯 


灯油セープ運転は設定温度よりも室温び約3で上昇しまずと r 消火」して無駄な暖房を抑えます。 

巧油セーブ運転を解除していない状態で運転したとさに、室温び設定温度より3でな上高い場含は、 
運転ランプは「点灯」しますび運転はしません。 

また、室温び設定温度まで下びりますと、自動的に再点火させまず。 

④「な油セーブボタン」を押しまず。 

(丹油セーブ運転の設定及び辭除は運転中にしかおこなえません。） 

♦「打油セーフランプ」び「点な」してセッ K されます。 

★觸除する場合は再度 r 灯油セープボタン」を巧してください。 

「巧油セーブラン刀び「消な」しての油セーブ運転び解除されます。 


温度設定しない場をや停電や電源コードを抜いた後に再運転ずる 
場をは、「ぶ?」 (2 日む）び設定温度となります。 

但し、時計-温度記憶機能で前回の設定温度を約如分間は記憶し 
ています。 


(HID 


設定温度^室内温度 

d LI 〇 I IJ 


室湿の調節(翻荆こしかできません) 


を！吏いかた 

V. 




dp 午前目時 30 分に設定したいとき 
①「タイマーボタン」を巧ず。 

•このとをデジタル表示部の表示び「バー」表示に変 
ねり、「タイマーランプ」び r 点滅」します。 

(D デジタル表示を見なが 5© のボタ 
ンを押して5に含わせる。 

③デジタル表示を見なが！5 のボタ 

ンを押してこ7なに含わせる。 


■ ©のボタンは、一度巧すごとに1時間ま 
たは5分間ずつ進みまず。巧し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部のタイ 
マー時刻び r 点 減 J している間(約10秒間)に^- 
のどち6かのボタンを押してください。 

♦設定できなかった場合は、ち ラー ■度 r タイマーボ 
タン」 を押してやり直して<ださい。 





を温度':'連內温叠 IP 




® デジタル表示部のタイマー時刻が r 点滅」している間に、「運転スイッ 
チ」を巧して「入」にする。 

•約1日砂ほど経過ずると「タイマーランプ」び「点阿」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
び完了します。 


設定温度室内湿度 


/ 

y 


- 

(温房） 

—— 

0 


1-麵板 


0 

- 》ィ 


獅喔 


:達艇 


ィぶ•なが 

巧巧延 

.巧ミを巧ち 
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タイマ—運転のしかた (タィマ-を使用 して暖房を始めたし、とき） 

女タイマー運転をする場含は、巧べージ を時刻を霞是します I に従って、時刻含わせをしてからで 
ないと運転で定ません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に「ら-か-」び表示されます。 


■タイマー点乂時刻は、 5 分お走にしか設定できまだん。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコントロールでお部屋の大をさとその時の室温により、自 
動的に点火時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を暖かくしておをます。 

通常、タイマー運乾設定時刻の 0 分か 625 分前に運転を開始します。 


デジタル表示部 


タイマ—ランフタイマ—ポタン 









いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
デジタル表示部のタイマー時刻の r 点滅」 中(約10秒間)に、 「運斬スイッチ J を r 入」 にずるだけで同一 
時刻で設定び完了します。 

女 r 運転スイッチ」 を押して 、 r 運転スイッチ」 び r 点滅 J しているときに r タイマーポタン J を押すとタイ 
マーランプび点滅し、約1日砂程経過すると r タイマーランプ」 び r 点灯」 し、セットび完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する塌含は前記と同手順でおこなってください。 



タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たし''場ら 0 

1 「運転スイッチ J を押して r 切 J にずる。一〔タイマー運転の解隙〕 

2 r 運転スイッチ J を再度押して「入 J にする。一〔通常運転開始〕 


タイマー運転のミ主意事項 


女タイマー運転をした塌合点乂後約1時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ」 び r 点な」 し、デジ 
タル表示部の 「 fWr 」 表示び r 点灯」 します。 

連続 運転ずるときは、タイマー運乾の点乂時より1時間 L ソ内に r 時間延長ボタン」を巧してくだをい。 

♦これは閉め切つた部塵で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるためで、手を輔れ 
ない場合は、自動的に消火します。 

♦残り燃焼時間び 1 日分になると 「デジタル表示部 _!に •で. g •• • と表示し、 2 分毎に「ピ-音」でお 
知らせします。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を押ずと、 r 消乂」 して 「タイマー運転 J の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点火します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

女タイマー運乾時刻の確認は、タイマー運転待機中または消乂時に「タイマーボタン」を押ずと、1日砂 
間表おしまず。 

★タイマー運転操作後に停電びあつたときや、ストーブを揺らして対震自動消火装置が作動したとを、 
電源プラグを损いたときは点火しません。 

この場合は、再度 13 ページ rr 葡在時麵を設定しまず I を読んで、時刻合わせか 5 おこなってく 
ださし、。 







① r 運乾スイッチ」を}甲して r 切」にする。 

♦このときデジタル表示部は現在の時刻を表示し、 
「消臭ランプ」び「点滅」して、消臭機能の作動を表 
术します。 

♦消火後、約日日砂間、巧流用フアンは回転し続けま 
す。その後自動的に停止します。 

( --消乂時の注意-^ 

★消乂後、巧流巧フアンび止まるまで、電源プラグ 
をコンセントか5抜かないでください。音び出た 
り、がび出たり、ススび発生して再点乂後に安全 
装置が作動してエラーで停止することびあります。 

(2 巳べージ [W 常ぬ提知ちせ(す ジタル表ち巧見好: 
研 参照） 

★緊急のとをを除いて、消火は必ず「運転スイッ 
チ」を使用してください。電源プラグをおいて消 
火させないで < ださい。 


挪乂辦 がさ 勝 

•; ぉ誠攀禱 



故" 



-お願い- 

女消火操作をしたときは r 運乾ランスの r 消灯 J とバーナー巧の乂び消えることを確認してください。 
★消火時にはバーナ ー( 燃焼部)巧で r ボッ」と言う音や「ゴーゴー」と言う音びしまず。これは消乂を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

女点火してずぐに消火操作をしたとを、さつい臭気び発生することびありまず。点火後約2日分はでを 
るだけ消火しないで < ださい。 

女長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントか日抜いておいてください。 


消乂後再点义するときのミ主意 


★消义後ずぐに再点义ずると、異常音び出ることびありますので、しば5く（約1日分)待ってか6再点火し 
てぐださい。 

女ス I ブび隱かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は、約4日秒です。 


消し忘れ消义装置の使いかた 


女消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点火してから 3 時 
間 燃焼が綱 続ずると、 r デジタル表示部 J にむいを表示して、自動 
的に消火しまず。 

♦残りの燃焼時間び、1日分になると「デジタル表示部」に数宇でぶ. 3 
…！ と表示します。 

♦この間、2分卸こ「ピー」音でお知らせします。 


〇消乂ずる前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

♦その時点から再度3時間の燃焼継続び巧能になります。 

♦自動消火した場含は、「運転スイッチ」を押し直してください。 


設定温度 室の温度 


/ 

(温宿） 
、(時計） 

日。。词 

設定温度 室巧温度 

(温居） 
、(時計） 

0 

。画) 


消火のしかた 



デジタル表示部 


運転スイツチ 









1 運転中にチャイルド □ ツクを「セツ 
卜」したとさ。 

♦ r 運転スイツチ」で r 消义」のみびでをます。 

•設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消乂中にチャイルド□ツクを「セツ 
卜」したとを。 

•すべての操作びでさません。 

3チャイルド□ツク中に点乂もしくは 
再点乂したとき。 

•デジタル表示部にだ> む-」び表示され点火しませ 
ん。 
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チャイルド□ックボタン 



チャイルド□ックの使用は、こ声 r チャイルド□ックボタン」を3秒し义上巧すことで、「セット」又は 
r 解除 J びでさまず。 

「セット」…「チヤイルドランスび r 点打」。 
r 解除」… r チャイルドランスが r 消な」。 


いかた 


換気を意表示の見方 


★閉め切つた部屋などで長時間運転をずると「換気ランプ」び「点滅」し 
「ピ ー 」音が已砂間鳴つて運転を停止し、 r デジタル表示部 J に r パー」 
を表示が r 点滅」しまず。 

r 換気ランプ」にたよらず、1時間に1〜2回は必ず部屋の換気をし 
て < ださい。 


( MM ) 設定温度 室内温度 


(温ち） 

f 

mm 

0 

- 

、(骑計） 

、 

0 

- )) 


チヤイルド□ックの使いかた 


チかイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを押しても点火しないよ 
ラにしたいとさに使用します。 


チャイルドロックの機能 


デジタル表示部 


チかィルドランフ 








赛全装置 

★をを装置が作動するのは巧5かの異常があると さで ずから、下記の処置をしてち正常にな5ないとさは、 
お買い求めの販売店にご相談ください。 

女再点火操作とは一度 r 運範スイッチ」を r 刷にしてから再び押し直して r 入」にすることをしル棟す。 


を全装置名 

はた 5 を 

処1 -置 、 

対 震 自動 
消乂装置 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約5し义 Ji ) や 
強い振動、衝撃を受けたとさ、义災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によつて作動した場をは、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油のあふれなど、異常びない 
ことを確認した儀、再点火し 
て < ださい。 


す完全燃焼 
防止装置 

♦操気不良、手入れ不良、その他の異常によりパ 
ーナー部への空気の供給び不足したとき不完全 
燃焼による危険を防止するちのであり、自動的 
に燃焼を停止します。 


♦作動した蠕含は、燃焼空気取 
入口 (給気フィルター)の掃除 
をし、部屋の換気をしてか6 
巧 点火してください。 

(扣、23ぺージ参照） 


この装置は、 
のをのであ t 
な窜気を補を 

あくまでも不完全燃焼によるち険を防止ずるため 

)、使用中は必ず 1 時間に 1 .〜 2 固換気して、新鮮 

旨してください。 

• 一’-- ■ — . — -•一 ■—一- 


点乂をを 
装 置 

♦点火ヒーターの赤熱不足や、バーナ ーヴー ミス 
夕の不良による点乂不良。 

♦点火ヒーター’電磁ポンプ•ブロア モー ターなど 
の故障により点火しないとをに、運転を停止し 
まず。 

♦点火ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したときはノ くーナ 
一底のク□スマットに灯油び 
しみこんでいます。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電安を 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電源 
び切れたとをは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通電されても運転しまはん。 

♦タイマー運転中に惇電びあった場合、タイマー 
運転は辆除されまず。 

♦再点火操作をしまず。 

♦現在時刻の設定とタイ マー 運 
転時刻の設定をやり直します。 

■ (13、17、18ぺージ参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中にがび消えたとを、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

♦ファ ンモーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ストーブび異常過熱したとさ、火がなどの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

♦温風空気取入口（フアンフィ 
ルター）のほこりを取り除い 
てか5、再点火操作をします。 
(23 ぺージ参照） 

消し忘れ 
消义装置 

V 

♦消し忘れによる危険を防止ずるために、点火し 
てか5 3時間、燃焼び継続すると自動的に燃焼 
を停止します。 

♦消火ずる前に「時間延長ボタ 
ン」を押す。 

♦消火した場含は、再点火操作 
をします。 

(19 ページ参照） 




Ifs 検-手入れ 


定期点検のおすすめ (2 シーズンに 1固糧戲昼 

長期間ご使用になりまずと、機器の点横が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にを全 
にお使いいただくために、2シーズンに1回離、シーズン終了後などに、お買し化ブ店、ス閒資里資格者〔側） 
日本石油燃焼機器 f 呆守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう巧術管理講習会修了者（石油機器巧術管理±) 
など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめします。 


濯編於;雜: ... 日常の点検，手入れ 


★•点検•手入れをずると对ま、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体湿度が巧 
分下びってか6おこなってください。やけどや感電をするおそれがありまず。 

★部品に触ると定や、内部を掃除するとさは、手をけびしないよラに、手袋をはゆておこなってください。 
女本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周園の巧燃物 


♦ス I ブの周囲は、常に 
整理、清掃し、燃えやすい 
ものを置かないよラにし 
て < ださい。 





ほこり 


>ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸い 
取ったり固くしぼった濡れ雑巾などで成さ取って 
<ださい。 

巧れたままのご使用は危険のもとですし、ストー 
ブのいたみを早めまず。 


I 油漏れ、油のだ羡む、滞のにだを：] 

•万一油漏れによって、浦のたまり、油にじみび生 
じているときは、消火操作をし、原因をたしかめ 
防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確認し 
てか6点火操作をして < ださい。 


田台に 
油にじみは 
あ D ませんか。 




♦油タンクの給油 ロロ 金の弁 
部などに、ごみびはさまって^ 
いる場含びありますので取 
0隙いて < ださい。 


1週間に1回总上 



狐;中;誦蛮 誦紋拉纖気ブイルタ— ！麵 i 膝 


♦本体側面にある燃焼空気取入口(給気フィルター)に、ごみやほこりび目 
づまりしますと、燃焼用の空気量げ減って点火時に白煙び出たり、燃焼 
中に不完全な燃焼となり炎び高く伸びたり r ピー」と言うような異常音び 
することびありまず。 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター)に付いているほこりを、電気掃除機な 
どで暇い取ってください。 












フアンフイルターの取り付けかたとま意 


時々、給気フィルターをはず して掃隙してくだをい 。一 _ 

給気 フィ ルターの目の中び つまって いる攝含 \ 

びありますので、やわらかいブラシなどで、 \ 

給気フィルターの目のつまりを掃隙してくだ A ミ圏 

(光にかざして目づまりびきれいになったか V じ 

確認してくださ LU 

-^——お願い-^ 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

ミちれび取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使巧ください。 
★取りはずしたと去は、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 

— 患嵐垂気取又 百た7ァンフィル多司西 fig 

♦本体背面にある温風空気取入 □ (ファン フィルター）にごみやほこりび目ゴ [_ 

まりしますと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはたらいて消火します 。 J 
対流用ファンが停止していることを確認してか6温風空気取入口（ファンフ 
ィルター）に付いているほこりを、電気掃隙機などで吸い取ってください。 

f -お願い- . 

★電源プラグをコンセントか 5 巧いておこなってください。 R 

★ファンフィルターの巧れびひどい塌含は、ファンフィルターの止めねじ （2 
本）対まずし、ファンフィルターをはずして、掃除をしてください。 

★はずしたフアンフイルターは、必ず元どおりに組み付けてください。け 
びをしまず。 

女フアンフイルターの掃除をしても燃焼び停止するようでおれば、24ぺ 
—ジに記載してあ0まず対流用フアンの掃隙ちおこなって < ださい。 


•ファンフイルター下側の突起を、ストーブ背厨の角巧に入れ、対流巧ファン 
のコードをフアンフイルターの凹部を通してからふたをしてください。 


1箇月に1回な上 



續概吹お窃涵誦《一 ) 廟雨ずを望をはめておこな斗巧おホし、）] 


•漏風吹出□(ルーバー）びミちれたり、ほこりび付着した場をは、電気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾な どで 
ふさ取ってください。 


-お願し、- 

★このとき必ずストーブを消乂し、温風峽出□(ルーバー）び冷えてか5おこなってください< 
やけどをするおそれびあります。 













検-手入れ 


1箇月に1回於上 


—— _壁をの纖 

•油受けは灯油は通しますび、水は通しにくいフィルターでできています。油 
受けに水やごみびたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給油ランスび「点 
灯」することびあります。 

♦ 「油タンク」を取り出してから、「油到ブ」を傾けなしなうに取り出し、たまっ 
た水やごみを取り除いて < ださい。 

[ -お願い- N 

★油受けは、水で洗わないでください。必ずな油で洗ってください。 

V . — 


_ 対震官動消爽襄置 了 

♦燃焼中にス I -ーブをゆずって、自動的に消火ずるかを点検してください。 
♦自動的に消火しまずと、「デジタル表示部」に因. m を表おします。 


1シーズンに1〜2回な上 



f -お願い-- . 

★巧流用フアンにごみやほこりび多量に付着しまずと、温風用空気量び減って過熱防止装置び はたらし、て 
消火します。 

巧流用フアンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取0除いてください。 

女ストーブを消义し、電源プラグをコンセントか5抜いて、ストーブの温度び充分に下びってからおこなっ 

てください。 

、 _ 

- - ノ 

な;競 i 策 r 痛角クァ ンの掃除 (怒ず芋袋を I まあぞ哀云な:3て^をい) 

①23ぺージ福 風蜜衰お入□(竟ミ7ラ7ル ター)—如喜福—1を参照して、 ±_ 。 

フアンフイルターをはずしてください。 1 

( D 巧流用ファンに付着したごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って 

また、見える箇所だけでよろしし巧ずか5、本体内部のほこりをおり 

除いてください。 / 

( D 元どおり組み立ててください。 h I 

搞 I .油タンク、油 勃 巧ちお磊除 .：’--'' 

•油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポン I —1 

プ等で油タンクや油受けざ5巧の水やごみを / !が — /幽 II 

取り除いてください。 . / / 



油受けざら, 


由受け 


.一..,ぃ-.,.^^7 ’ 

>電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因になる 
ことびあ0ます。 

電源プラグをコンセントからおいて、付着したほこりや巧れを取り除 
いて <ださし、。 


i コンセント\電源プラグ 










顏如 i • 異常の見分けかたと処置のしかた 

C 真南のお知5せ（デジタル表示の見かた） 


安全装置が作動すると、自動消火しまず。また、デジタル表示部に故障.異常の原因が表示 [エラー 表示] 
されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買い求めの販売店へご連絡ください。 


f デジタル表ぉ 

点灯■(点 H ) の 意巧 、 


処置ち法 ] 

E 

-0 

♦過熱防止装置び作動しました。 

今 

♦しば S く待ってから再点义操作をしてください。 

♦温風空気取入口（フアンフィルター)、温風の出口（ル 
ーバー）、巧流用フアンの掃除をしてください。 

(23、24ページ参照） 

♦ス1ブの周固の障害物を政り除いてくだをい。 

F-0 

•停覃消义を留源が入りました。 

今 

•運乾スイッチを一度 r 切 J にしてから現在時刻•タイ 
マー点义時刻.ま湿設定をしてくだをい。 

♦電源プラグなど涅源をご確認くだをい。 

•電気系統の故障でず。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示 J などをご連絡ください。 

E- 1 

♦ルームサーミスタげ断,もちしました。 

=> 

♦修理び必藍でず。お買いボめの販売店または別紙の 
お客様相談窓□一質まで、「デジタル表示」などをご 
連絡ください。 

，ご -/ 

•パーナーがホ规す足です。 

•バーナーヴーミスタび断線しました。 

•点义ヒーターが断線しました。 

=> 


♦消义後ずぐに酉点义操作しました。 

♦点义巧を装置が作動しました。 

今 

♦しばらく待ってか 6 再点火操作をしてください。 
♦お買い巧めの販荒店または別紙のお客様相談お口一 
廣まで、「デジタル表を」などをご連結ください。 

广 广 

' 二 ** ご 

•地爵により消义しました。 

参本体を傾けたり、強い振動、衝整びちえ5 
れ消义しました。 


♦ストーブび傾いていないか確認してか5、泻点义操 
作をしてください。 

E 

-ら 

♦不完全燃焼防止装置び作動しました。 

今 

•燃焼空気取入 □ (給気フィルター）、油受けの掃除を 
してください。（22、23、24ぺージ参照） 

♦修理び必要です。お買いホめの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一度まで、「デジタル表示 J などをご 
連絡ください。 

E 

-1 

•室ミ豆び 33’ 巳む上になりました。 

=> 

♦ストーブの周囲の陪害物を取り除いてください。 

E-Ei 

♦プ□アモーターが惇止しました。 

今 

•巧気系統の故障でず。お買いホめ①販売店または別 
紙のお客様相談窓□—貨まで r デジタル表示 J などを 
ご連結ください。 

E- 

■3 

♦点火巧を皆置び作動しました。 

=> 

•燃焼空気取入□(給気フイルター）、油受けの掃除を 
してください。（巧、23、24ページ参照） 

参修理び必要でず。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一廣まで、「デジタル表ち J などをご 
連絡 < ださい。 

Er 

or 

♦チヤイルド□ック中に運阮スイッチを「入」 
にしました。 


♦運転スイッチを r 切」にして、チャイルドロックを解 
除してください。 （20 ぺージ参照） 

♦タイマー点义時刻び設定されていません。 

今 

•運転スイッチを「切 J にして、タイマー点火時刻を設 
定してくだをい。 （17 ページ参照） 

• • 

• 

換気ランプ 

♦不究を燃焼防止装置が作動しました。 

今 

•窓やドアを閲けて巧分に卽屋の換気をおこなって占、 

5 再点义操作をしてください。 

パ'-表示点滅 

給油ランフ 

•油切れで消义しました。 

今 

♦口油を給油してか 5 再点义操作をしてくださし、。 

IHr 

タイ 7 —ランプ 

•タイマー運乾が終了しました。 

=> 

♦泻点火操作をして < ださい。 

が r 

♦消し忘れ消义装置にて消义しました。 

今 

•再点义操作をしてください。 

を消な 

♦省留力機能が作動しました。 （ 13 ぺージ受照） 


•操作部のいずれかのボタンを巧して<だ立い。 
- > 








I 処置方法 

プ 

が 

消 

% 

る_ 

。電源プラグをコンセ 
U ントに善し込む 

n 停電復帰後、再点火 
U 操作をずる 

再点乂操作をする 

油タンクと油受け內 
の水を取り除く 

市販の給油ポンプで 
水混入のな油をずつ 
かり巧く 


フィルターを掃除ず 
る（22、23ページ参照) 


な油を入れる 

こぼれた巧油ををれ 
いにふをとる 

部屋の巧分な換気を 
ずる 


変質な油や不純な油 
を良費の灯油に入れ 
かえる 

販売店にご相談くだ 
さい 

操作部のいずれかの. 
0ボタンを押して<だ 
さい。り3ぺ一游昭） 

正しい給油口□金を 
取付けてください。 
(10 ぺージ参照） 


表中のを表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 


〇 


変質'灯油や不純'な油 
を使った 


省電力機能び作働し 
ました 


給油□口金が間違つ 
ている 


〇 


し、 


巧 



時 


故障かなと思ったとさに 


\現象 

原 0 

運 

乾 

ン 

プ 

が 

占' 

M 

レ 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

電源プラグをコンセ 
ントに葉し化んでい 
ない 

〇 


停電した 

〇 


対麗自動消义装置が 
作動した 



油受けに水が入った 


〇 

油受けざ5にかび入 

つてし 1 る 



燃焼空気お入口（給 
気フィルター）の目 
づま〇 



油タンクにな独がな 
い 


〇 

な油び油タンクの出 
し入れでこぼれた 



換気す良 




使用中室内がにおう 
換気ランプが点滅する 
給油ランプが点滅ずる 
黄火でちえる 


f - 














娜品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習妄修了 
者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推巽します。 

女 不完全な修理は危険です。 

★故障したものは使わないでください。 

♦短時間に消耗する部品は特にあ0ませんび、交換部品び必要な場合は、お買い巧めになった販売店 
にご相談ください。 

女 部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

★部品を交換するときは、 ストー ブを消火し、本体び充分冷えてから、電源プラグを コンセントから 
抜いておこなってください。 


動保管のしかた(長期間使用しない場合） 

-- - - -- 

★ストーブを保管する賴合は、22ぺージ 点検.手入れ の項を参照して、ストーブの手入れをして 
から保管して < ださい。 

女いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管して<ださい。 

、 _ 

* - - 

1ス I ブを消乂し、ス I ブが充分冷えてか S 、 電源プラグをコンセントか6 
巧く。 


2燃焼空気取入口(給気フィルター）、温風空気取入口（ファンフィルター）、涵風 
吹出口りレーパー）、電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼空気取入□(給気 フィ ルター)は巧なのでふくのはおやめください。かえって目づまり します 

3油タンク、油受けざ目内の灯油、ごみ、水気を取り出ず。 

•謂や巧あをの原因になります。 


SS 棄ずるとき 


□金開閣員取巧巧 


4器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れをおり、乾いた布で水気をふきおってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないで< ださい。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

♦口金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある □金開閉 
具取付巧に引っ掛けて保管しておくと便利でず。 

女 口を開閉具についたな油は、よくふを取ってください。 

♦湿気のかない戸斤に保管してくださし、。 

♦傾けたり、横にしないで<ださい。 

抜けをれなかった巧油び漏れることびありまず。 

★取扱説明書-保証書をおず保管してください。 



24ぺージ区 申タンク、油受けざらの掃瞭 I の項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯■油をおき取っ 
てから廃棄してください。 ィ I 

A 




謂式の （ I 乎び LC - V 345 


■ .'種:..巧冷ヴ • '類 

ポット式-強制通気形-強制対流お 

を新鄭灘:ホ1む'. 式.: 

電気点火 

‘使用 燃 料 

灯油 （ JIS 1 号） 

. 琴肖賣量 

最大 

0.326 L/h 

最小 

0.077 L/h 

':赔 馬出が 释 

廣来 ； 

3.36 kW 

最小 

0.79 kW 

巧タシク S 置 

4.9 L 

励測を 編—通 ぁ■南!^ 

1 己. 0 時間（最大燃焼時） 


高さ已 40 mm 幅46日 mm 與行3日日 mm (置台を含む） 

質 量 

1 Ik 邑 

電源醒圧及び周渡数 

100 V ■ 己 0/60 HZ 

■ 1'. 定 - 'V , ' 悼 

■ mi : 費.，電力 

点乂時32日/32日 W 燃焼時 3 C )/23 W 
最大白5日/9日日 W (点火初期に短時間発生） 

^ 騒音値（正面）※ 

最大燃焼時 38 ciB 最小燃焼時21 d 巨 

電流 ヒューズ 

4 A 

• . 、 

巧 全 装置 

巧震自動消乂装置、点火安を装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 

停電を全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消乂装置 

ム附•..が顆 . 品 

口金開閉具 （1 個） 


※騒音値の数値は J に測定方法 ( J に S 3031) に基づ<正面値です。 


配線図 




アフターサービス 


_ 保証について _ 

•添付しております保記書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。 

記載內容をご確認のうえ大切に保管してください。 

女保証期間はお買い上ばの曰より1年間でず。 

RiM を 根~頼す ると奇 

♦杉故障•異常の見分けかたと処置のしかたに5ベージ)に従って、お調べください。直6ないときは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを振いてか5、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

① 品名…石油フアンヒーター(強制通気お開放式石油ス I -ーブ） 

② 型式の呼び - LC - V 34 己 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具储的に） 

這)おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示ください。保詔書の規定に従って、販売店び修理させてし'!ただきまず。 
♦保証期間び過ぎているとさは、修理ずれば使用できる場含には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 

( - - -^ 

この取掀説明書と本体に表示されている禁止事項.ま意事項および通常使用に反して使用された場合 

の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


[ _ 補修用性能部品に ついて 

★石油フアンヒーターの捕修用性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品です。 

__ 転居される場合 

♦このフアンヒーターは電源周波数日0、朗 Hz とを同一仕様です。 

女電源周波数の異なつた地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の転 


居は再調整び必要でずので、別紙の巧客彌爾5^^までご相談ください。 


ytv を思 

故障■破損した5、使用しないでください。 ゾ^^' 

不完全な鍵柳靴纖です。 

分解禁止 

瓜を意 

>, 

修理.引越しなどで、ストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油 ' 
受けざ!5のな油娜いてください。 ■■ 

運搬の御に灯油びこぼれ、剛を巧ずおそれびあります。 

指示 


故障•修理の際の連絡 先 

アフターサービスについてねか5ない場合は、お買い求めの販売店、または、をよりの r お客様相談窓巧 
一覧] (別紙参照)までお問い合わせください。 











LC-V345 漏錫 





[ i 情点検 1 

★長年ご使用の石油ファントタ-の点検を! 

—*•-*• 、 - - . •- 命■命 - 一-- 命 ■. 命■••命 

口 

'が： 

ご使用® 際 
このようなことは 
ありませんか 

♦油漏れずる。 

♦燃焼中強いにおいびずる。 

♦炎び異常に黄色い。 

♦予熱時間び異常にながい。 

♦運転中異常な音がずる。 

♦その他の異常*故障びある。 

► 

こ'使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、コンセント 

から電源プラグを 
抜いて、必ず販売 

店に点検•修理を 
ご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 

- - - • . •< r — — — -- 


型 式 

LC - V 34 百 

お買上ば年月日 

年月 曰 

お買上ば店名 

(電話番号） （ ） 一 

_ J 


株式会社 1-3^5 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園化日番17号 
干4日 7-08 己已 TEL <052)822-1 144 
FAX 〈〇已2〉822-2742 


反 




巧なをな卜3トミは快谊巧巧の一巧としてこの®}は再を紙を ffi 用していまず。 


Sift パ A ブだる《 1 MXS ち g 










